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論文　SRC 造柱梁接合部 に お ける梁主筋の 手前定着性状

田畑 　卓
’1 ・西原 　寛

’2

要 旨 ：鉄骨鉄筋コ ン クリート造 内柱梁接合 部 で の 配 筋 の 煩雑 さを解 消す る
一

手 法として ，梁主 筋

を柱 せ い 中央 よりも手前で定着する方法が 考えられる。本論で はそ の 可能性を探る ため，柱側 へ

の 折り曲げ定着お よび プ レ ート定着に より手前定着した梁主筋 の 定着性能 に つ い て 実験した。実

験より，定着 耐力は 両定着形式で 帯筋比お よび柱圧縮軸力とともに 上昇したが，既往の RC 造を

対象 とした実験結果 に比 してそ の 影響は希薄であっ た。プ レート定着の 定着耐 力 は 折 曲げ定 着

より高くなる傾向を示した。また，実験結果から簡易な定着耐 力式を誘導した 。

キーワード：手前定着，鉄骨鉄 筋 コ ン クリ
ー

ト造 ，柱梁接合部，折り曲げ定着，プ レ
ー

ト定着

　 1，はじめに

　鉄骨鉄 筋コ ン クリ
ー

ト（SRC ）造 の 内柱 梁接 合 部

で は ，

一
般 に梁 主筋 を上端 ，下端とも通 し配 筋と

す るが ， この とき梁主筋を柱鉄骨ウェ ブ また は 柱せ

い 中央より手 前で定着することが で きれば ， 接合部

内 の 配筋 の 取り合い が簡 略化され ， また柱 鉄骨 ウ

ェ ブ に梁主筋貫 通孔を設 け る必 要 が な くなるな ど，

施 工 上合 理 的 で ある と考えられる。

　 梁主筋 の 定 着力 は ，定着 長 さが 十分 で あれ ば

定 着部で 接合 部圧 縮束 と釣 り合 い を保 て るが ，手

前定着で は この 点 で 柱梁接合 部内 へ の 応 力伝 達

が困難で あり， 定 着性 能 が大 きく低 下する。既往の

研 究
1）’2）

で は こ の 改善策として，梁主筋の 引張り力

を帯筋に よ り柱背 面まで 伝 達 す る方 法 を提 案 し，

梁主筋 の 降 伏 引 張 り力 に 相 当す る帯筋を定着部

近傍 に 配 せ ば梁 の 曲げ降伏 耐 力 が 発揮され る こ と

を示 唆して い る。これ らの 研 究は鉄 筋 コ ン クリ
ー

ト

（RC ）構造物 を対象 として い るが，　 SRC 構 造物で は

一
般 に RC 造の 場合に 比 べ 梁主筋本数が少なく，

先の 応力伝達機構 を形成 し易い ，また梁主筋 引張

りカ の 柱 背 面 への 伝達が 帯筋の ほ か 梁材軸方 向

の柱鉄 骨ウェ ブ に も期待 で きるなど定着条件 の 向

上 が 予想される。

　本論 で は SRC 造 内柱梁接合部内 で折り曲げ定

着およびプ レ
ー

ト定着により手前 定着され た梁 主

筋を対 象に，定着強度に 及 ぼす帯筋比 お よび 柱

軸力の 影響に つ い て検討した 。

　2 ，試験体および実験方法

　2．1 試験体

　表 1に 試 験体
一覧を，図 1に 試 験 体 の 形 状 お よ

び配筋例を示 す 。 試 験 体 は 梁主 筋が手 前 定着 さ

れ た SRC 造 の 十字型柱梁接合部で あ る。梁主筋

の 定着は 正 加 力時引張り側 に 折り曲げ 定着 ， 負加

力 時引 張り側 にプ レ
ー

ト定着を採用 し， 1 体で 2

実験行えるよう計画した 。 折り曲げ定着筋は 2−D16 ，

プ レ ート定着筋は 2−D19 で ， 梁主 筋 の 降伏 以前 に

定着破壊 す るよう高強度鉄 筋の SD685 を 用 い た。

折 り曲げ定着は 柱側 へ の 折り曲げで あ り，水平投

影定着長 Ldh お よび余長 を 160mm ←10db，　db：主筋

径），曲げ内法半径 r を48mm （＝3db）とした。柱側へ

折り曲げた の は ，で きる だ け 定 着長さを長くす るた

め で ，接 合部側 へ の 折り曲げ の 場合 に接 合部 の ダ

イア フ ラム による制約 が あ るこ とを考慮して い る。プ

レ
ー

ト定着は 定着長 さ Ld＝171mm （＝9db）とした 。 定

着金物は文献
S）
を参考に支圧 面積の 大きさに よる

定着強度 へ の 影響 が なくな る よ う（支 圧 面積y（鉄筋

断 面積）＝ 40 の 角 形ナ ッ トを製 作 し，これ を端部 ネ

＊ 1 安藤建設（株）技術研究所　（正会員）

寧2 安藤建設（株）技術研究所　室長　（正会員）
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表 1　 試験体および実験結果一覧

〈 備考 〉

・梁引張 り側主筋

　正 加 力→CO
’
折曲 げ定 着（2．Dl6 ）

　 水 平 投 影 定着長 ：160mm （10db）
　 　折曲げ半径 ：3己b　余長 ：IOdli

　負加 力→ プレ
ー

ト定 着（Zl）19｝

　　定着 長 さ ：171mm〔9db）
　　 （ただ し、定着金物を含む）
　 　定着金 物 ：w ×hxt＝38x38x22m詈脇
・往鉄 骨　H −250xleOx6x9
・
梁鉄 骨　　H−198x99x45x7

・1 コ ンク リート強度 F。＝27MPa
辱2 最大耐力時の 梁主筋総引彊 リカ

　　（梁端位置、歪み ゲー
ジ に よ る）

摩3 式（8×9）1こよ る

ジ 切り加 工 した主 筋 に固定 した 。 試 験体

数は 全 5 体で あり，変動因子 として帯筋

lt　 Pw （＝ 09e，0．3％，0．6％）および柱魎応

力度 σ 。（二〇 ， R115 ， Fc／5）を採 用 した 。

帯 筋 は 各 々 　2−DIO（SD295A ）とし ， 帯筋

間 隔 は 柱端 か ら 280mm の 範囲 で 変化

させ た。表 2に 使用材料 の 力学的性質を

示す ．コ ン クリ
ー

トは F。＝ 2フMPa とし，柱

お よび 梁天端か ら一体打ちで打設した。

　2、2 実験 方法

　加 力 は 試験体を柱反 曲点位置で ピ ン

ロ
ー

ラ
ー

支 持 した後 ， 柱に 所定 の 軸力

を与え ， 左右 の 梁に 逆対称 の せ ん 断力

il！1！． rfH ll．
　　　　　　　図i 試験体形状 および配 筋例

8N

霞

韓

8h

8N
｛

を正 負繰り返 しで 載荷 した。加 力 の 制御 は 層間変

形角 に よる変形制 御とし ， R ＝ ± 1！500 ，± 1／200t ±

1！100 ，± 1！67 ，±　 1／50 ，±　1β3rad．で 各 1 回 繰り返

した 。 計測は 層間変位 の 他，鉄筋および鉄骨 の 主

な箇所 の 歪 み に つ い て行っ た 。

　3 ．実験結 果

　3．1 破壊経過

　図 2に層 せ ん断力 （Q）
一

層間変形角（R）関係と最

終ひ び 割 れ 状 況を例示 す る。い ず れ の 試 験体も R

＝ 1！500rad．で 梁曲げひ び 割れ が発 生し た後 ， 梁主

筋 の 梁 端か ら定着 部まで の 直線 部 に 沿 っ て ひ び

割れ が 発生 した。R ＝ llZOOrad．に は梁 引張り側主筋

の 近傍 で 柱 主筋に沿うひ び割れ が癸生し， ほ ぼ同

時 に柱 梁接 合部対角 の せ ん断 ひび われも発 生 し

た。そ の 後，折り曲げ定着で は 折り曲げ部および

表 2　使用材料の 力学的性質
a 鉄骨 ・鉄筋

種別 鋼種 使用箇所
σyMPa

）

ε
ン　 　 　 　0 藺

1咳一

島

D22SD345 柱 主筋 381o ．…96590195
Dユ9D16SD685SD685

　 　 　 1

韃蒭18177620
、6110
．3671084981198208

DIOSD295A 帯 筋 　
13520

，188496187
D6SD295A ．肋筋 4180 ．221551189
H1981 　SS400　 梁 鉄骨 　 324
H2501　SS400 ［柱鉄骨 ； 31g
PLg 　l　SS400 　iダイアフラム1　2gg0

．161　　 465　　　204

0．153　　460　　　209

0．14董　　 447　　　212

σy；降伏強度，Ev ：降伏歪 み，σ u ：引張強度，　E 。
：ヤ ング係 数

一
　 σc 　　　σ 匡　　 Ec
（MPa ）　 （MPa）　〈GPの

　 29，3　　　　251 　　　 24．1

σ e：圧縮強度

σ し：引張割裂 強度

Ec：ヤ ン グ係数

余長部に 沿 っ て ひ び 割れ が 進展 し，プ レ
ー

ト定着

で は 定着金物付近か らコ
ー

ン 状の ひ び 割れ が 発

生した 。 しかし， これ らの ひ び割れ はそれ 以降拡 大

せず，最終的には柱主筋沿い の ひ び割れが 進展 ，
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拡大 し最大耐力 に 至 っ た
。 最 大 耐力 に達す るの は

い ず れ の 試験 体も梁鉄骨 フ ラン ジの 降伏（R ＝1！100r

ad ．）以降 で あり
，
ひ び 割れ 発 生 状況 に は 変動 因 子

に よ る明 確な違 い は み られ なか っ た。柱主筋沿 い

の ひ び割れ は，付着割裂ひ び割れ で は なく掻き出

し破壊に よるもの と考えられ ， 破 壊 形 式 は全試 験

体 が梁主筋 降伏 前の 定着破壊で あると判断された。

　 3．2 梁端モ ーメン トと曲率 の 関係

　図 3は梁端 モ
ー

メン ト（Mb）と RC 部の 曲率（φ）の

関係 を示 して い る。 Mb は梁荷重より， φは主筋歪

み を用 い て 式（1）より求め た。

　φ＝1εu
一εdl ／mBd 　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　 εu （εd）：梁上 （下）端 主筋 の 梁 端歪み

　　 mBd ：梁の 上下 の 主筋 間距離（cm ）

　 図 中 の 点線は平 面保 持を仮定 した断 面 曲げ解

析 に よる計 算値 で ある。特 定荷重 階の φは い ず れ

もある段 階 か ら計算値を下回 っ て い る。これ は梁端

の 曲げひ び 割れ の 口 開 きに伴 い 主筋 の 抜 け出し

が生 じたた め で あると考え られ ，同 時 に RC 部 の 負

担 モ
ーメン トが 劣化した こ とを示唆 してい る。双 方

の 定 着形式 で は ，柱軸力 を増す こ とに よっ て 幾分

φ の 低 下傾向 が 抑制され て い る ように も見 受けら

　 3002
　　

ぎ200

　 　 　

蠢
i°°

翁 ・

za−1・・

一2°°

ー3°9，0−40．30．20．1。 。 102 。 304050AOO ・OO
　　　　　　 層 間変形角 R〔x10

’コ
rad．）

　 3002
　　

き200

　 　

蠢
1°°

耋 ・

1 −1・・

一200

’3095040
弓0．2。．1001020304050AO3 −20

　　　　　　 層間 変形 角 R（×10
’irad ．）

　　 図 2　Q − R 関係と最終 ひび割れ状 況

000000000002018161412108642

　 　 　 　 2024681012

　　　　　　　　a ）帯 筋比 の 影響

200
　 　
ユ80
　　

11：
1器
：l
ll0

　2024681012

　　　　　　　b）柱軸力 の 影響

　 図 3　梁端 モ
ー

メン トMb − RC 部の曲率

れるが，そ の 影響は 帯 筋比 が 異なる場合 を含め そ

れ ほ ど明確 で は な か っ た。

　 3．3 帯筋 の 歪 み

　 図 4に R ＝ 1／67rad．時 における帯 筋 の 歪み 分布 を

示す。 R＝1167rad．は AOO −00 の 折 り曲げ定 着以外

の 最大耐力時 に相当す る（表 1参照）。歪み値 は接

合部 中央 の 帯筋 を除き，全 て 弾性 範囲 内 に 留まっ

てい るが ，歪み 分布の 様相は 定着形 式により異な

るこ とがわかる。折り曲げ定着で は ，折り曲げ部か

P・ 冒雌 璽
口AOO−00　　△ AO3 −07　　▽AO6 −00
0AO3 −00　　＜＞AO3 −20
　 折 り曲 げ定 着 　 　 プ レート定 着

εy Ey

歪み（％） 歪 み（％ ）

　 　 　 0　　　　0．1　　　0．2　0　　　　0．1　　　02

図4　帯筋 の 歪 み 分布 （R ＝1！67時）
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ら柱側 へ 概ね 45
°
に 向かう線分 と柱 主筋とが 交差

す る位置に配 した帯 筋で最も歪 み が 大きく，これを

離れるほ ど 歪 み 値も減少 して い る 。 プ レ
ー

ト定着で

は ，定着筋 に 近 い 帯筋 ほど歪み が 大きく，接合部

側 と柱側で特 に折り曲げ定着の ような歪 み値の違

い は み られな い
。 従 っ て ， 帯 筋 は定着 筋 の 近 傍 に

配 することが好ましく，特 に折 り曲げ定着では折り

曲げ方向に 配 した 方が効果的 で ある とい える 。

　4．定着耐力 の 検討

　表 1に 各 試験 体 の 定着耐 力 を示す。こ こ で は 歪

みゲージ より求め た最大耐力時 の 梁主筋総引張り

力を定着耐力と定義 した 。 上端 主 筋に つ い て みれ

ば，定着 耐 力は双 方の 定着形式で 帯筋比 並び に

柱軸力とともに 上昇して おり，同
一

試験体におい て

プ レ
ー

ト定着 が折 り曲げ定着 の 1，5 〜 1．7 倍を発揮

して い る 。 下端主 筋の 定着耐力 は 上端 主筋の 80％

程度 に 留まっ て い るが ，こ れ は下端 主筋 が 柱 梁 接

合 部 の ダイア フ ラム の 直 下 で 定着 され たた め ，
コ ン

ク リートの 充填 性 の 低 下を受 け定着性 能 が 劣化 し

た もの と思われ る、以 下 で は コ ン クリートの 充填 性

の 影 響 が 比 較的少 な い と思 わ れ る上 端主筋 に っ

い て検討した。
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　4．1 各要素の 負担力

　梁主 筋 の 総 引 張り力 （rb）が 帯 筋 の 負 担力 aw）と

鉄 骨コ ン クリート（SC）部 の 負担 力CI］sc）とに 分けられ

るとすれ ば ， 各 々 の 推移は図 5の ようになる。
こ こ で ，

Tw は先の 帯筋 の 歪み分 布を参考に 図 6の コ ン クリ

ート圧 縮場 を仮定 し，これ を横切 る 帯筋 の 引張 り力

の 合 計を実験 値 か ら求め た もの で ある。つ まり，折

り曲 げ定着で は 定着筋か ら柱 側 へ Ll の 範囲，プ

レ
ー

ト定着 で は定着 筋から柱側お よび接合 部側 へ

各 々 L2／2 の 範囲 に 配 され た帯筋を有効な帯筋と

み なした 。 また ， T． は Tb から Tw を減 じて求めた 。

　図 5より，帯筋比が異なる試験体相互 （図 a 参照）

では，T，， が定着耐力まで ほ ぼ 同様に推移して お

り，定着耐力は概ねその ときの Tw に依存し変化し

て い るこ とが わ か る。 柱軸力が異なる試 験 体相互

（図 b 参照）で は ， これとは逆に Tw の 推移に違い

一30　　　　−20　　　　−10　　　　　　0　　　　　　　10　　　　　20　　　　　30

　　　　　・）柱勒 の影響 （黼 比Pwr−・3 ％）
R（・10

’3rad・）

　図 5　梁主筋 引張り力と帯筋・SC 部の負担力

蝋

a

蝋

Cc

　Ll＝ L曲・db−Cc＋r　　　　　　　　 L2＝ 2x（L4−Cc）
a）折 り曲 げ定着 　　　　　b）プレ

ー
ト定着

　 図 6　定着に有効な帯筋 の 仮定

は なく， T． の 大きさに 依存 して定着耐力 が 変化 し

て い る。こ れ らの 傾向は 双 方 の 定着形 式 に 共 通 で

あり， 従 っ て ，定着耐 力は 有効範 囲に配 され た帯

筋 の 負担 力と，柱 軸力 の 影響 を考慮した SC 部の

負担力 との 累加 に より評 価で きるもの と考 えられ る。

なお ， 文献
4〕
で は RC 造柱 梁接合部 内で ， 柱せ い

中央付近に 折り曲 げ定着され た梁主 筋 の （掻 き出

し破壊 を対象とす る）定着耐力式 が 提 案され て お り，

定着耐力 は 帯筋 負担 力 とコ ン クリ
ー

ト負担力の 和

で 表され るとして い る。本実験結果は これ と類似す

るこ とか ら，以下 で は文献
4）
を参 考 に評 価 式を誘
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導 して み た。プ レ
ー

ト定着 に つ い て は 現時 点 で 手 　 160

前 定着を想 定 した評価 式は提 案され て い な い の で ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 120

折り曲げ定着と同様に評価することとした。

　 4．2 帯筋の負担 力

　図 7に定着耐 力時の 帯 筋負担 力（Twu）と（aw
・w σy）

の 関係を示す 。 こ こで ， aw ， w σ y は 図6に 示 す有

効 な帯 筋 の 全 断 面積 とその 降伏 強度 で ある。 Tw、

は概ね aw ・w σ y に比例 して上昇 して い るが ，上昇

の 程度は プ レ ート定着に お い て 折り曲げ定着の 2

倍以上とな っ て い る 。 特 に プ レ
ー

ト定着で 有効な帯

筋 の 組 数は ，図 7か らもわ か る ように ，
一

般に は 折り

曲げ 定着 の 場合 と同 じか そ れ 以 上となる の で ，双

方 の TWd の 差は ，以 下 に 示 す 式（2）と式（3）の 直接

的な比較よりさらに 大きくなるこ とが予想され る。

　Tw．＝ O．32aw・wOy 　 【折り曲げ定着 】　　　 （2）

　Tw．＝O．71aw・w σ y　 【プ レー
ト定着】　　　　 （3）

　また ，式（2）は文献
4）
に 示 される折り曲げ定着の

帯筋の 効果 Twv＝09aw・w σy に比 して 小さく， 加 えて

有効な帯 筋組数も本 実験 の 方 が 少 な く見積もられ

るため
， SRC 造とす るこ とに よりその 効果は希薄 に

なると推察され る。た だ し，ひ び 割れ発 生以降で は

帯筋の 他 に 柱鉄 骨 ウ ェ ブ も抵 抗 し，帯筋 の 負担 力

は 柱鉄 骨 の 負 担 力 によっ て 変化 す るこ とも考えら

れ ，こ の 点 に つ い て 今 後，より詳細 な検討 を要する。

80

40

（
Z
邑

彦
←

よ’8°kN

　 　 　 　 　 　 　 　 AO6・00

騰〜
’

AOO
鸛 。 　　　 AO6．OO

　　 　　 　　　 　　 （折）

　 　 　 　 AOO・OO（プ）

■ 折り曲げ定着

　 Twu＝0．32aw・w σ y

ロ プ レ ート定 着

　 T．・＝O．71aw ・w σ y

O 文 献4）に よ る計算値

　 （折 り曲 げ定 着）

　 TWu＝O．9aw ・
w σ y

aw ’w σ y （kN ）

o 40　 　　80　　 120　　 160　 　 200　　 240

0　 　 　 　 1　 　 　 　 2　 　 　　 3　 　 　 　 4

　 　　　 　　 有効な帯筋の 組数（組）

　 図7　帯筋負担 力 Tvu − aw ・
w σy 関係

TsTs

図 8 　梁主 筋の 定着力

　　 　 に 対する

　 SC 部の 抵抗機構

　4，3 柱軸力がない 場合の SC 部の 負担力

　図 5a）に 示す試 験 体 は い ずれも柱 軸力 を導入 し

なか っ た試験体で あ るが 、定着耐力時の SC 部負

担 力（T、、v）は ， 帯筋 比が異なる場合も概 ね
一

致して

い ることが わ か る。 そ こで ，折り曲げ定着とプ レ ート

定着に つ い て Tscuの 平均値を求 め ると各 々 132kN
，

188kN となる。折 り曲げ定着の T ，，u は プ レ ート定着

に 比 べ 幾分低 い が ，文 献
4｝
に 基 づ き鉄骨がな い も

の として算定 した T ．，．（＝47．7kN ）に 比 して 非 常に 高

く，定着耐 力 に 対 する柱 鉄骨 の 効果 が推 測され る。

　図 8は 梁主筋 の 定着力に対する SC 部 の 抵抗機

構を想定したもの で あ る 。 この 場合，梁主筋 の 定着

力は柱主筋に 向か う T， と柱鉄骨に 向かうTs に 分

割され， Ts に 対して は 柱鉄 骨ウェ ブが抵 抗 する。

T， は網掛 け部分 の コ ン クリ
ー

トの 掻き出 し破壊を生

じさせ る力で ，こ れ に対 しコ ン クリ
ー

トが 引張 り抵 抗

して い る。つ まり，T， は掻き出し破壊に 関与せ ず，

そ の 分だけ RC 造 の 場合より耐力が向上する。 本

実験で は こ れ を 明確 に 区別 で きな い が ，鉄骨 の 効

果は即ち T，の 軽減 で あるの で ， 暫定的 に 両者を

合わ せ コ ン ク リ
ートの 引張 り抵抗として SC 部 の 負

担力 を評価 す る。さらに 図 6の L1 お よび L2 の 範囲

に発生した 柱主筋沿 い の ひ び割れによっ て T ． 、が

決定 されたとすれ ば ，これ らは簡略 的 に 式 （4）（5）で

表すことが で きる。

　T，。。 ＝ α
・L1・b、

・
σ t　　　 ［折り曲 げ定着】　 （4）

　T。。u ＝ β
・L2・b。・σ 1　　　　 【プ レ

ー
ト定着】　 （5）

　　a ， β：有効係数　　　b・ ：柱幅（mm ）

　　Ot ：コ ン クリ
ー

ト引張り割裂強度 （MPa ）

　 σt をf σB に置き換え ， 図8の 結果から未知数 の

α お よ び βを求 め ると，
α ＝ 0．42

， β＝ 0．43 となる。

　 4．4 柱軸 力 の 影響

　定着耐 力は柱圧 縮軸力 の 導 入 に よっ て 上 昇 す

る。こ れ は前述 した ように SC 部負担力 T 、，u が 向 上

するた め で ，柱軸力と帯筋負担力 Twv とに相関性

はな い もの と判 断され る。そこ で ，柱軸 力 の 影響を

T、eu につ い て 整理 した 。 図 9は柱 軸力を導入 しなか

っ た AO3−00 の Tscuを T． 、o とし，こ れ に対 する Tseu
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の 上昇 率 T，。、rl’。，、lo と柱軸応力 度 σ 。 の 関係を示 し

たもの である。なお ，柱軸力のうち鉄骨の 負担分は

定着耐 力 に 影響しない と考えられるの で ，σ 。 は S

RC 断 面を等価な RC 断面 に 置き換え求めた 。
　 T、c”

は柱軸応力の 増大に従 い直線的に 上昇して い る。

そ の 上昇割 合 は 両 定着 形 式 で ほ ぼ一致して い る

が ， 文献
4）
に示 され る RC 造の 場合（；0．19σ 。）に 比

べ 緩慢 で あ っ た 。

　T・・u ／T・・uo ＝1＋0．079σ ・　　 1折 り曲げ定 着】 （6）

　T ・・v　／　T ，c、o ＝ 1＋0．075σ 。　　 【プ レ
ー

ト定着】 （7）

窪

に

晝

諺
 

　 bD、　As ：tt合 部 お よび鉄骨 断 面積，　n ；ヤ ン グ係数比

柱軸応 力による SC 部負担 力の上昇

　以上 の 結 果を整理 し，定着耐 力式 を導くと式（8）

（9）が 得 られ る。式（8）（9）は掻き出 し破壊に よ る場合

を対象とし，被り厚が十分で 尚か つ 局部支圧破壊

を生 じない ことが前 提 で あ る 。

　［折り曲げ定着】 （単位 ： N ，mm ，MPa）

　Tb，
＝O．32aw・w σy＋（O．42　・　Li　’　bc　’　fUB）（1＋0．079σo）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．（8）

　［プ レート定着】 （単位 ： N ， mm ， MPa ）

　Tbv＝ O．71aw・wUy ＋（0．43
・L2・bc・揖 ｝B）（1＋0．07500）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．．（9）

　 こ こ で ，L1＝ Llh−db−Cc＋r　 L2 ＝ 2（Ld
−Co）

　図10に 定 着耐 力実 験値 と式 （8×9）による計 算値

の 対応 を示す 。 実験値と計 算値 の 比は折り曲げ定

着 で L 〔｝4 ，プ レ
ート定着で 1．05 で あり，良い 対応

を示 して い る。 ちなみ に ，本実験の 折り曲げ定着に

対して 文献
4）
の 評価式を適 用す ると，帯筋比 や柱

軸力が小 さい 試 験 体で実験値は計算値を上 回 る

が ，実験値の高い 試験体で は計算値との 差が ほ と

ん どなか っ た 。 現時点 で は SRC 造 の 手前定着に

関する実験が皆無 に等 しく，実験データの 蓄積と，

400

　 　

　 　

　　
300

200

100

　 　 0　　　　　　　100　　　　　200　　　　　300　　　　　400

図 10　実験値 と式（8×9）に よる計算値の 対応

帯筋や柱軸力 による耐 力 向 上 の 限界 の 把 握 ， 本

実験 で 扱 わなか っ た影 響 因 子 の 定量的検討 など

が今後の課題として 残 され て い る 。

　5 ，結論

　本研 究 にお い て得られた知見 を以下に示 す 。

　1）折 り曲げ定着とプ レ ート定着 の い ずれ も，定着

強度 は 帯 筋 比 お よび柱圧 縮軸 力 の 増加 とともに 上

昇 した。

　2）定着 強度 に及 ぼす 帯筋 比お よび 柱軸力 の 影

響を定量的に検討し，簡易な定着耐力式を誘導し

た。本実験で得られた定着強度は ，既往の RC 造

を対象 とした定着耐 力式に比 べ て 帯筋 および柱 軸

力の効果 が 希薄に なる傾向 が 認 め られ た 。
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